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rsl 遺伝子は RLGS (restriction landmark genomic scanning) 法により単離されたインプリンティング遺伝子で，




1 .ヒト脳 cDNA ライブラリーとヒトゲノムライブラリーをマウス U2afl-rslcDN A をプロープにスクリーニング
し， cDNA ライブラリーからは 2 種類の，ゲノムライブラリーからは 3 種類のクローンを単離した。ゲノムライブ
ラリーからの 3 種類のクローンをプロープに用いて， Hybrids panel 及び Fluorescent in Situ Hybridization 
(FISH) にて mapping を行った。 3 種類のクローンは， 5q22, Xp22 , 19p13. 2にマップされ，その synteny より，
各々ヒト U2AFl-RSl , -RS2 , -RS3 と名付けた。ゲノムの構造において U2AFI-RSl は intronless gene であっ
た。
2. U2AFl-RSl と -RS2 は脳で発現しており， cDNA ライブラリーから得られた 2 種類のクローンに対応しており，
mRNA のサイズはともに1.7 kbp であった。 U2AFI-RSl と RS2 の cDNA の全長は，各々 1479 bp, 1488 bp であ
った。また open reading frame のサイズは，各々 1440 bp, 1449 bp で479amino acid と 482amino acid の蛋白質に
相当した。 U2AFI-RSl と -RS2 の両者のホモロジーはアミノ酸レベルで92.1% と高く，ヒト・マウス間のホモロジ
ーはアミノ酸レベルで-RSl は72.4% ， -RS2 は75.1%であった。また splicing factor である U2AF small subunit 
とは，アミノ酸レベルで-RSl は32.6% ， -RS2 は34.0% とマウスと同様に有意なホモロジーを示した。
[総括]
(1) ヒト脳 cDNA ライブラリーとヒトゲノムライブラリーをマウス U2afl-rslcD N A をプロープにスクリーニング
し，ヒト U2AFI-RSl， -RS2 , -RS3 を単離し，各々は5q22 ， )(p22.1 , 19p13.2にマップされた。
(2) ヒト U2AFI-RSl 遺伝子は intron less gene であり，マウス U2afl-rsl 遺伝子の遺伝子構造を比較するとマウス
U2afl-rsl 遺伝子でみられた繰り返し配列を含む CpG island の存在する約1.2 kb におよぶ5' 側非翻訳領域が，ヒト
U2AFI-RSl 遺伝子では24 bp の5' 側非翻訳領域しか認めなかった。








る。ヒト U2AFl-RSl , -RS2 , -RS3 遺伝子は5q22 ， )(p22.1 , 19p13. 2にマップされた。ヒト U2AFI-RSl 遺伝子は
イントロンをもたない遺伝子で，検討し得た臓器全てにおいてインプリンティングされておらず，マウス U2afl-rsl
遺伝子との遺伝子構造の比較から，マウス U2afl-rsl 遺伝子の5' 側非翻訳領域でみられたアレル特異的メチル化を受
ける CpGisland の消失が，この遺伝子群のインプリンティング機構に関与している事が示唆された。
本研究はインプリンティング機構にゲノムのメチル化が関与している事を明らか!こしたもので，学位の授与に値す
ると考えられる。
